２０１９年４月１１日
持続性社会創生科学研究科
国際乾燥地科学専攻　教員各位

国際乾燥地研究教育機構推進室長

２０１９年度国際乾燥地研究教育機構若手研究者育成支援　
事業（修士版）の募集について（通知）
　国際乾燥地研究教育機構では、乾燥地や開発途上国等に関する教育、研究及び社会貢献を推進しており、その一環として、下記のとおり乾燥地科学分野の博士前期課程に在籍する学生を対象とした若手研究者育成支援事業を行います。
　つきましては、下記支援条件等についてご理解いただいたうえ、ご応募いただきますようお願いいたします。
記

１．支援対象項目：
　　ＲＡ支援　 ３名程度（１人当たり５２万円（400時間））（10ヶ月の場合）
　　※授業時間、特別演習時間（１Qあたり１８時間）等の教育課程時間以外に　　　  　従事することとし、かつ、規定の範囲内（週２０時間以内）で計画願います。
※上記の金額は、支給限度額です。予算に限りがあるため、上記の支給限度額を上限として、応募状況により、実際の採択額は減額調整等される場合もあることをご了承願います。また、応募状況により、各支援項目の採択人数も変更される場合があります。
２. 支援条件
　a．２０１９年４月１日現在、持続性社会創生科学研究科国際乾燥地科学専攻特
別コースに在籍する学生。
    　注）国費留学生、ABEイニシアティブ等により国費留学生相当の奨学金を受給する留学生、社会人学生はＲＡ支援の支援対象から除く。
　ｂ．将来、研究者・実務者となる意欲を持ち、海外の研究機関や国際機関等に就職を希望する特に優れた能力を有する者。
　ｃ．乾燥地、開発途上国等に関する分野における申請であること。

ｄ．他から類似の経費の助成を受けていないこと。
ｅ．本支援経費は、２０１９年度内に使用すること。
３．提出書類
　１）別紙様式　「リサーチ・アシスタント（RA）支援」申請用紙

２）英文の研究計画書（A4用紙2頁以上)
※研究計画は、博士前期課程で実施する計画とする。
※申請書には主指導教員の承認印が必要ですが、主指導教員が長期不在等
でやむを得ない場合は、副指導教員の承認印でも可とする。
※雇用開始は２０１９年６月１日以降の予定です。

４．提出期限
　  ２０１９年４月２４日（水）１６時００分
※指導教員の承認を得て提出すること。
５. 提出先

鳥取市浜坂１３９０　乾燥地研究センター内

研究推進部国際乾燥地研究教育機構事務室

６. 選考

機構内の選考委員会において選考の上、採用者及び支給限度額を決定します。

７. その他留意事項

本支援を受けた学生には、本事業で開催するセミナー、報告会等で発表を依頼することがあるため、その旨承知願います。

以上

〔問い合わせ先〕
国際乾燥地研究教育機構事務室

大塚、藤原
TEL：0857-30-6316

Ｅ-mail：ipd-zim@ml.adm.tottori-u.ac.jp

別紙様式

国際乾燥地研究教育機構「若手研究者育成支援事業」申請用紙

（リサーチ・アシスタント（RA）支援）

平成　　年　　月　　日

　国際乾燥地研究教育機構推進室長　殿

主指導教員氏名　　　　　　　　　　　　㊞

連絡先　TEL

　　　　E-Mail

　国際乾燥地研究教育機構RA経費について、次のとおり申請します。

	研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等名
	

	上記の中心組織
	

	研究代表者氏名
	

	RA受入教員氏名
	

	RAの必要理由
	

	研究の概要
	

	補助業務の内容
	

	採用期間
	平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

	勤務時間
	週　　　時間×　　　週間　　　延べ　　　時間

	時間当たり給与
	時給　１，３００　円

	年間所要額
	年間　　　　　　　　円

	学生氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　男・女

	生年月日（年齢）
	　　　　　年　　　月　　　日（　　　歳）

	専攻名

主たる研究課題名
	専攻



	学生番号
	
	TEL/Email
	

	課程の教育において指導を受けている教員の氏名
	

	その他
	


※1.研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等は、乾燥地、開発途上国等に関する分野であること。

　2.「RA受入教員氏名」欄には、RAが従事する研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等において、RAに対し指導・助言を行う主な教員の氏名を記入すること。

　3.「研究の概要」欄には、学生がRAとして従事する研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の具体的内容について簡明に記入すること。

　4.「補助業務の内容」欄には、学生がRAとして行う補助業務の具体的内容について、簡明に記入すること。

　5.「その他」欄には、採用予定の学生に対する各種支援の状況（授業料の減免状況、育英奨学金の貸与状況、日本学術振興会の特別研究員（DC）への採用状況、ティーチング・アシスタント、リサーチ・アシスタントの採用状況）について簡明に記入すること。

  6.国費留学生、ABEイニシアティブ等により国費留学生相当の奨学金を受給する留学生、社会人学生は本支援の対象としない。

　7学生の英文の研究計画書（A4用紙2頁以上）を必ず添付すること。

　
